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水曜日に、開催された公開授業について掲載します。本校の取り組みにご指導いただいた岩井教授、来校して

いただいた先生方、また、ご協力いただいた取石中学校の教職員のみなさん、ありがとうございました。 

■今週、１月２１日(水)取石中学校公開授業開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上の図[Ｙチャート]は、来校していただいた先生方のご感想の一部を３つの観点に分けて見まし

た。教科や取り組みへのご感想もありがたかったですが、やはり、取中のみなさんへの温かい言葉

や褒めていただいていることがうれしかったです（上記と同様の内容をたくさんいただきうれしく

思います）。また、先生方それぞれが 

研鑽していただいていることへのご評 

価もいただきました。 先生方にはご 

無理をお願いすることも多々ありまし 

たが、本当にご協力ありがとうござい 

ました。 今後も、生徒とともに学び 

続ける取中で、頑張っていきましょう。 

（大阪大谷大学岩井特任教授のご講評・ 

ご講演の様子[お褒めのお言葉いただきました]）→） 

★今後も多くの学校を見学し、いいところをたくさん見つけ、吸収出来る取中をめざしましょう★ 



■取石中学校公開授業のご意見・ご感想について 
 厳しい寒さの中、多くの先生方に 

来校いただき、ありがとうございま 

した。限られた時間内にも関わらず、 

いただきました貴重なご意見・ご質 

問等については、出来得る限りお答 

えさせていただきます。次号以降の 

ＴＭ通信に掲載させていただきます。 

当日、お答えさせていただいたご 

質問の回答を掲載いたします。 

（第二部『研究協議』先生方が交流 

している様子[いい雰囲気でした]→） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■来週『全国学校給食週間』です。 
 来週１月２６日(月)～３０日(金)は『全国学校給食週間』です。 

学校給食は、明治２２年に山形県鶴岡町(現：鶴岡市)の忠愛小学 

校で、生活に苦しむ子どもたちのために昼食を出したのが始まり 

です。当時の記録を紹介すると「１日３度の食に事欠くほどであ 

った」「生徒同士で弁当泥棒があった」など…。世界では約７億 

人弱の人々が飢餓に直面したと推定(2024)されています。来週も当たり前に給食が出されますが、

その当たり前に、そしてその当たり前にご尽力している方々にも感謝して、給食を食べる週間にし

て欲しいなと思います。週間中は、５つの都道府県の郷土料理が登場します。今から、楽しみです！

追加で、江戸時代に現在の福島県西部を治めた会津藩の藩校である「日新館」では１５歳以上の生 

徒に昼食を出しており、復元された日新館では「日本最初の給食制度」という説明板を掲示してい

ます。どちらの市も発祥地を争う姿勢はなく、「両方に歴史があり、競争もなく、 

気にならない」と答えられていた。もっとも大切なことは、大人が子どもの命を繋 

ぎ、食の大切さを教え、健全な心身を育むことを他の何よりも優先させたい強い思 

いが共通していました。昨年は、米 

不足など食について考えさせられる 

ことがありましたが、食べ物につい 

て考える『食育』も生きるうえで大 

切な学びになりますね。 


